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助成事業実施報告書 

団体名 武蔵村山市商工会 青年部 むらり～実行委員会 

代表者・役職名 氏名  実行委員長 小笠原 秀              

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段階

で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告書

に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 

むらり～による地域活性化イベントの開催 

２．実施団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。会
員数など。１８０文字程度まで） 

 

 

 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 

武蔵村山市では、地域活性化・商店街単位のイベントは多いものの、地域全体を巻き込んだものは少ない

です。その理由として移動距離が大きいことと、助成金が商店街単位であることが挙げられます。地域を活

性化したいとの思いは私たちの共通の課題です。そこで、地域を盛り上げようという趣旨で検討し、地域で暮

らす人と、事業者が活性化を享受出来るものをと考え、一昨年１１月にスタンプラリーと 1日限定の飲食店巡

りの街バルを実施したのが始まりです。昨年１１月はマイクロバスを借り上げて市内の飲食店を巡る方式に

し、約１５０名の方に参加して頂きました。また、実施後のアンケートでは街バルが参加者・出店者共に好評

でしたので、今年も実施することとしました。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 

武蔵村山市内飲食店を、借り上げたマイクロバスを利用して参加者が巡る街バルイベントです。多摩地

域で唯一「駅前」の賑わいのない本市で、多様な人の交流や魅力ある個店を巡る機会を創出、提供す

ることによって、地域の住民、また、市内外問わず人々の交流を図り、新たなコミュニティの構築や地元

の魅力を再発見し、郷土愛を高めるきっかけ作りを目的とした進化型街バルプロジェクトです。 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生まれた

直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPUCT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 

イベント用のチケットは２４１枚が販売され、当日は近隣の店舗にはバスを使わず徒歩などで移動した人も含める

と、概算で２００人ほど参加しました。参加者からは、「前から行ってみたかったけど、入りづらかったお店をイベン

トを通して知ることが出来た。イベントも楽しかったので、また参加したい。また、今回入ったお店を今後も利用した

い」との感想が多く出ています。参加店舗からも当日は１０～３０人の方が新規で来店し、市内の飲食店の魅力を

知ってもらえたので、武蔵村山の恒例行事にして欲しい等の前向きな意見が多く出ています。 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 

昨年の反省点を活かし、時刻表の作成や前売り券を販売し、当日のイベント参加者、及び参加店舗からはとても

好意的な反応が出ています。しかし、宣伝が足りず当日参加店舗に来店した一般客の方などに、「こんな面白そう

なイベントなのに知らなかった」、「市外からくるので、駅を経由して欲しい」などのご意見を頂きました。今後は、参

加店及び参加者をより多くし、武蔵村山の街全体を巻き込んだ地域活性化イベントにするために、今回出た課題

や要望を鑑み、よりよいプロジェクト運営を目指します。 

７．参考資料 
支援対象プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事
等は現物またはコピー、活動状況の写真などを参考資料として提供してください。 

参考資料あり ・ 特になし 

 

商工業の後継者であるべき青年の経営者としての資質を向上させて、商工業の総合的な改善発達を
図り、あわせて社会一般の福祉の増進に資するための組織です。また、40歳以下の若手の育成を図
るため、あえて親会である商工会とは別組織として１９７１年に１０月に設立されました。若手の機会の
増加・意識の自立を促進するために発足しています。 



の
む
ひ
と
も
、
の

ま
な
いひ
とも
、「街バル」でムサムラを

ぐ
る
っ
と
味
わ
う

　はしご酒
無料バス運行

武蔵村山街バル★２０１８

雨天
決行

17：00～２２：00

はしご酒専用バス　＆　お得チケットで

① チケットを購入 ② 無料バスではしご酒
③ 残ったチケットは
「あとバル」で

無料専用バスで

武蔵村山をぐるぐる

チケット

購入場所

武蔵村山市商工会館　武蔵村山市本町 2-5-1

ＭＪ食堂　武蔵村山市学園 3-49-10

Cafe i share　武蔵村山市残堀 2-80-12

終わっても、

まだまだ楽しめる！

武蔵村山市商工会 （担当 ： 吉葉）
042-560-1327

お問い合わせ 主催 ： むらり～実行委員会
　　　　　（武蔵村山市商工会青年部 ・ NPO 法人ダイバーシティコミュ）

後援 ： 武蔵村山市　協賛 ： 村山運送株式会社

◆本事業は宗教法人真如苑の助成金事業です。
むらりー

参 加 店 舗 居酒屋ビストロ 2000 ・ 一番亭 ・ 入清 ・ いろり海村 ・ 家庭料理円 ・ クォータームーン ・ 五色

創作和食 籠る ・ てぃ～だ ・ なかむら　一笑 ・ＭＪ食堂 ・ Café　ishare ・ 憧志 ・ お食事処青柳

超お得！10枚つづ
り

前売¥1,800（当日
¥2,000）

あと
バル

　　10/31月 水10/15
チケットが残ったら、 「あとバル参加店」
で一枚￥200 の金券として使えます。




